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(57)【要約】
【課題】ＮＡＴルータに設定するポートフォワーディン
グの設定ポート数を減らして、グローバルネットワーク
上の端末とプライベートネットワーク上の端末との間で
通信を確実に行えるようにする。
【解決手段】ＮＡＴルータＲＴ１にＩＰ電話装置ＢＴの
ＩＰアドレス及びポート番号情報のみを登録しておき、
ＩＰ電話装置ＢＴにて、ＩＰ電話機Ｔ１１，Ｔ２１の内
線電話番号と、ＩＰアドレス及びポート番号とを対応付
けたアドレスマップテーブルを記憶部に設け、ＩＰ電話
機Ｔ１１，Ｔ２１間の通話接続時に、アドレスマップテ
ーブルを参照して、通信リンク上にＮＡＴルータＲＴ１
が介在する場合に、ＩＰ網ＮＷ側に接続されるＩＰ電話
機Ｔ２１に対し自装置のＩＰアドレス及びポート番号を
宛先のＩＰアドレス及びポート番号として通知し、ＩＰ
電話機Ｔ１１，Ｔ２１間の通信リンクを音声ゲートウェ
イ部１６に引き込む。
【選択図】　　　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
端末が接続されるプライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比して
広いエリアに配置されかつ端末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続するＮ
ＡＴ（Network Address Translator）ルータと、前記プライベートネットワークに接続さ
れ、前記端末間の通信を確立させる電話交換装置とを具備し、
　前記ＮＡＴルータは、
　　前記グローバルネットワークから到来する通信パケットを前記電話交換装置に転送す
る転送手段を備え、
　前記電話交換装置は、
　　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアド
レス及びポート番号とを対応付けたマップテーブルを記憶する記憶手段と、
　　前記端末間の通信接続時に、前記マップテーブルを参照し、この参照結果から通信接
続される複数の端末の間に前記ＮＡＴルータが介在する場合に、前記グローバルネットワ
ークに接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用相手先のアドレス
及びポート番号として通知し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手段とを備えたこと
を特徴とする通信システム。
【請求項２】
前記電話交換装置は、前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記マッ
プテーブル中の該当する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する更新手段
をさらに備えたことを特徴とする請求項１記載の通信システム。
【請求項３】
前記電話交換装置は、前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が到
来した場合に、前記登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記マップテ
ーブルに登録する登録制御手段をさらに備えたことを特徴とする請求項１記載の通信シス
テム。
【請求項４】
端末が接続されるプライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比して
広いエリアに配置されかつ端末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続するＮ
ＡＴ（Network Address Translator）ルータに対し、前記プライベートネットワークを介
して接続され、前記端末間の通信を確立させる電話交換装置において、
　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアドレ
ス及びポート番号とを対応付けたマップテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記端末間の通信接続時に、前記マップテーブルを参照し、この参照結果から通信接続
される複数の端末の間に前記ＮＡＴルータが介在する場合に、前記グローバルネットワー
クに接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用相手先のアドレス及
びポート番号として通知し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手段とを具備したこと
を特徴とする電話交換装置。
【請求項５】
前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記マップテーブル中の該当す
る端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する更新手段をさらに備えたことを
特徴とする請求項４記載の電話交換装置。
【請求項６】
前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が到来した場合に、前記登
録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記マップテーブルに登録する登録
制御手段をさらに備えたことを特徴とする請求項４記載の電話交換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばＩＰ(Internet Protocol)電話システム等のように、ＩＰ網を介し
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て端末間で音声通信を行なうシステムに係り、特にグローバルネットワークに接続される
端末とプライベートネットワークに接続される端末との間で通信を行なう通信システム及
びこの通信システムで使用される電話交換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＩＰ網を介して、双方向に画像や音声をパケットデータとして、リアルタイムに
送受信するＩＰ電話システムが普及している。このＩＰ電話システムでは、ＬＡＮ(Local
 Area Network)等のプライベートネットワークに複数のＩＰ電話端末を収容するとともに
、プライベートネットワークをルータ装置を介して公衆網やインターネット等のグローバ
ルネットワークに接続し、ルータ装置においてアドレス変換等を行なうことによりＩＰ電
話端末相互間及びＩＰ電話端末とグローバルネットワークとの間でマルチメディア情報通
信を可能としている。
【０００３】
　ところで、上記システムでは、ルータ装置にＮＡＴ(Network Address Translator)機能
を搭載している。ＮＡＴ機能とは、接続用に予め割り当てられた一つのＩＰアドレスを用
いて、プライベートアドレスをグローバルアドレスに変換して送信元ＩＰアドレスとして
送出し、受信において供給される宛先ＩＰアドレスのグローバルアドレスをプライベート
アドレスに変換する機能である。
【０００４】
　ところで、上記システムでは、通信時に、制御チャネル上で端末が使用する音声チャネ
ルの情報を問い合わせる時に、その応答パケットのヘッダ領域にあるＩＰアドレス及びポ
ート番号が変換される一方で、パケット内のデータ領域内にある音声ポートとして用いら
れるＩＰアドレス及びポート番号はＮＡＴルータにて変換されない。このため、このパケ
ットを受信した端末が、そのパケットのデータ領域内にあるＩＰアドレス及びポート番号
を用いてパケットの送信元に音声データを返信しようとすると正しく宛先を指定すること
ができず、実質的に通話ができなくなる。
【０００５】
　パケット内のデータ領域のＩＰアドレス、ポート番号が変換されない理由としては、ル
ータの基本機能はパケット内のＩＰヘッダ内のＩＰアドレス、ポート番号を変換するもの
である。
【０００６】
　一方、データを転送する際に、データ領域の変換まで対象にしてＩＰアドレスやポート
番号を変換するネットワーク機器として、アプリケーションレイヤーゲートウェイ（ＡＬ
Ｇ）がある。このＡＬＧは、ＳＩＰなど特定のプロトコルに対応していて、例えばＳＩＰ
パケットのデータ領域に入っているＩＰアドレス、ポート番号を変換する。
【０００７】
　しかしながら、ＡＬＧはＳＩＰなど特定のプロトコルしかアドレス変換の対象としてお
らず、また、高価であるため、小規模の事務所で導入するにはコストの負担が大きいとい
う問題がある。
【０００８】
　なお、関連する技術として、ＳＩＰ電話装置とルータがＬＡＮに接続され、ルータとＳ
ＩＰ電話装置を介して、ＳＩＰ電話装置下の電話機がＩＳＰネットワークに接続されたＳ
ＩＰ電話機と通話する電話交換システムが提案されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００８－１７２５５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　ところで、上記電話交換システムは、ピアツーピア通信を前提とするものであり、複数
のＳＩＰ外線トランクを収容するために、キャリア毎にＳＩＰ待ちうけポート番号を割り
当てて、かつＳＩＰ待ちうけポート番号とＳＩＰキャリアへルーティングするルータのＩ
Ｐアドレスを対応付けて、キャリアとＩＰ交換機間のＳＩＰメッセージ通信をキャリア毎
に分割できるようにしたものである。
【００１１】
　一方、外部ネットワークにあるＩＰ電話機からＩＰ音声パケットをＮＡＴルータに誘導
し、ＮＡＴルータのポートフォワーディング機能によって通話相手のＩＰ電話機に届ける
方式も考えられるが、ＮＡＴルータのフォワーディングテーブルに対して、ローカルネッ
トワークに置いたＩＰ電話機全てのフォワーディング設定が必要である。
【００１２】
　また、グローバルネットワークにＩＰ電話装置とメディアゲートウェイ装置を置くこと
で、ＮＡＴルータの内から外へＩＰ音声パケットを通し、メディアゲートウェイにＩＰ音
声パケットを引き込み、音声を中継することでＮＡＴルータトラバーサルを提供する方式
も考えられるが、ＩＰ電話装置をグローバルネットワークに置く必要があり、グローバル
ＩＰアドレスを用意する必要がある。
【００１３】
　そこで、この発明の目的は、ＮＡＴルータに設定するポートフォワーディングの設定ポ
ート数を減らすことができ、また電話交換装置に対しグローバルＩＰアドレスを割り当て
ることなく、グローバルネットワーク上の端末とプライベートネットワーク上の端末との
間で通信を確実に行い得る通信システム及びこの通信システムで使用される電話交換装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、この発明に係る通信システムは、端末が接続されるプライ
ベートネットワークと、プライベートネットワークに比して広いエリアに配置されかつ端
末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続するＮＡＴ（Network Address Tran
slator）ルータと、プライベートネットワークに接続され、端末間の通信を確立させる電
話交換装置とを具備し、ＮＡＴルータは、グローバルネットワークから到来する通信パケ
ットを電話交換装置に転送する転送手段を備え、電話交換装置は、端末を特定する端末Ｉ
Ｄと、端末が接続されるネットワークを特定するアドレス及びポート番号とを対応付けた
マップテーブルを記憶する記憶手段と、端末間の通信接続時に、マップテーブルを参照し
、この参照結果から通信接続される複数の端末の間にＮＡＴルータが介在する場合に、グ
ローバルネットワークに接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用
相手先のアドレス及びポート番号として通知し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手
段とを備えるようにしたものである。
【００１５】
　この構成によれば、ＮＡＴルータにグローバルネットワークから到来する通信パケット
を電話交換装置に転送する機能のみを設け、電話交換装置にて、端末の端末ＩＤと、端末
が接続されるネットワークを特定するアドレス及びポート番号とを対応付けたマップテー
ブルをメモリに記憶しておき、端末間の通信接続時に、マップテーブルを参照して、通信
接続される複数の端末の間にＮＡＴルータが介在する場合に、グローバルネットワークに
接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用相手先のアドレス及びポ
ート番号として通知し、端末間の通信パスを引き込んで通信接続させるようにしている。
【００１６】
　従って、ＮＡＴルータに対しプライベートネットワーク上の端末全てのフォワーディン
グ設定を行う必要がなく、電話交換装置のみフォワーディング設定を行うだけでよく、ま
たＮＡＴルータと電話交換装置とでグローバルＩＰアドレスを共用でき、これによりシス
テム上で低コスト化を図った上で、グローバルネットワーク上の端末とプライベートネッ
トワーク上の端末との間の通信接続を行なうことができる。
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【００１７】
　また、この発明に係る通信システムにおいて、電話交換装置は、端末のアドレス及びポ
ート番号が変更された場合に、マップテーブル中の該当する端末ＩＤに対応するアドレス
及びポート番号を更新する更新手段をさらに備えるようにしたものである。
【００１８】
　この構成によれば、端末の端末ＩＤ、アドレス及びポート番号を電話交換装置のマップ
テーブルに１度登録すればよいことになり、これによりマップテーブルは常に最新の情報
に自動で更新されることになる。
【００１９】
　さらに、この発明に係る通信システムにおいて、端末から当該端末の端末ＩＤ及びアド
レスを含む登録要求が到来した場合に、登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応
付けてマップテーブルに登録する登録制御手段をさらに備えるようにしたものである。
【００２０】
　この構成によれば、登録操作を大幅に簡略化できる。
【発明の効果】
【００２１】
　上記発明によれば、ＮＡＴルータに設定するポートフォワーディングの設定ポート数を
減らすことができ、また電話交換装置に対しグローバルＩＰアドレスを割り当てることな
く、グローバルネットワーク上の端末とプライベートネットワーク上の端末との間で通信
を確実に行い得る通信システム及びこの通信システムで使用される電話交換装置を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】この発明の一実施形態に係わる通信システムを示す概略構成図。
【図２】上記図１に示したＩＰ電話装置の機能構成を示すブロック図。
【図３】上記図２に示したアドレスマップテーブルの記憶内容の一例を示す図。
【図４】上記図２に示したＩＰパケット中継リソーステーブルの記憶内容の一例を示す図
。
【図５】上記図２に示した音声パケット送信先情報テーブルの記憶内容の一例を示す図。
【図６】同実施形態において、ＩＰ電話機からＩＰ電話装置に対して登録手続きを行うた
めのシーケンスの例を示す図。
【図７】同実施形態で使用される登録要求メッセージのフォーマットの一例を示す図。
【図８】同実施形態において、２つの異なるネットワークに配置されているＩＰ電話機が
、ＩＰ網とＮＡＴルータを経由して通話を行う場合のシーケンスの例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、この発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。　
　図１は、この発明の一実施形態に係わる通信システムを示す概略構成図である。　
　このシステムは、プライベートネットワークとしてのＬＡＮ（Local Area Network）１
を有する。ＬＡＮ１には、端末としての複数のＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ（ｉは自然数）
が接続されている。なお、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉは、通話処理機能とメディア情報処
理機能とを備えた端末である。また、ＬＡＮ１には、複数のメディアチャネルとこのメデ
ィアチャネルを決定するために必要な制御信号を伝送する制御チャネルを有している。
【００２４】
　また、ＬＡＮ１には、ＮＡＴルータＲＴ１及び電話交換装置としてのＩＰ電話装置ＢＴ
が接続されている。このＮＡＴルータＲＴ１は、ＬＡＮ１とグローバルネットワークとし
てのＩＰ網ＮＷとの間におけるアドレスの変換機能を備えている。
【００２５】
　ＩＰ網ＮＷにはＮＡＴルータＲＴ２及びＩＰ電話機Ｔ３１が接続されている。さらに、
ＮＡＴルータＲＴ２には、ＩＰ電話機Ｔ２１が接続されている。ＩＰ電話機Ｔ２１，Ｔ３
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１は、通話処理機能とメディア情報処理機能とを備えた端末である。
【００２６】
　ＩＰ電話装置ＢＴは、複数のＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１及びＮＡＴル
ータＲＴ１、ＲＴ２に対する交換制御機能と、各ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ
３１及びＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ２に割り当てたアドレスの管理機能とを有している。
【００２７】
　ところで、上記ＩＰ電話装置ＢＴは、この発明に係わる機能として次のような機能を有
している。図２はその構成を示すブロック図である。
【００２８】
　すなわち、ＩＰ電話装置ＢＴは、ＩＰ制御部１１と、ＩＰパケット中継部１２と、呼制
御部１３と、記憶部１４とを備えている。これらＩＰ制御部１１と、ＩＰパケット中継部
１２と、呼制御部１３と、記憶部１４は、データハイウェイ１５を介して互いに接続され
ている。
【００２９】
　ＩＰ制御部１１には、ＬＡＮ１が必要に応じて接続される。ＩＰ制御部１１は、接続さ
れたＬＡＮ１との間でインタフェース処理を行う。また、ＩＰ制御部１１は、上記インタ
フェース処理に係わる種々の制御情報の授受を、データハイウェイ１５を介して呼制御部
１３との間で行う。
【００３０】
　ＩＰパケット中継部１２には、音声ゲートウェイ部１６が接続される。ＩＰパケット中
継部１２は、ＩＰ制御部１１で受信した制御パケット及び音声パケットを処理するもので
、パケットをＰＣＭ信号に変換して音声ゲートウェイ部１６に出力し、音声ゲートウェイ
部１６からのＰＣＭ信号をパケットに変換してＩＰ制御部１１に出力する。
【００３１】
　呼制御部１３は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを有して構成され、ソフトウェア処理に
よりＩＰ電話装置ＢＴの各部の制御を行う。
【００３２】
　記憶部１４は、呼制御部１３の接続制御に必要なルーティング情報等を格納している。
【００３３】
　ところで、記憶部１４には、アドレスマップテーブル１４１と、ＩＰパケット中継リソ
ーステーブル１４２と、音声パケット送信先情報テーブル１４３とが設けられている。ア
ドレスマップテーブル１４１には、図３に示すように、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２
１，Ｔ３１に予め割り当ててある端末ＩＤとしての内線電話番号と、外部ＩＰアドレスと
、内部ＩＰアドレスと、ネットワークを特定するためのロケーションとの対応関係を表す
テーブルが記憶されている。
【００３４】
　ＩＰパケット中継リソーステーブル１４２には、図４に示すように、ＩＰパケット中継
リソース番号と、ローカルＩＰアドレス、ポート番号と、グローバルＩＰアドレス、ポー
ト番号と、発信内線番号と、中継先端末番号との対応関係を表すテーブルが記憶されてい
る。
【００３５】
　音声パケット送信先情報テーブル１４３には、図５に示すように、ＩＰ電話機Ｔ１１～
Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１の内線電話番号と、ＩＰアドレス、ＲＴＰポート番号を含む音声
パケット送信先情報との対応関係を表すテーブルが記憶されている。
【００３６】
　一方、呼制御部１３は、この発明に係る機能として、登録制御部１３１と、接続制御部
１３２と、更新制御部１３３とを備えている。登録制御部１３１は、端末からＩＰ電話機
Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１から内線電話番号及びＩＰアドレスを含む登録要求が到
来した場合に、登録要求に含まれる内線電話番号及びＩＰアドレスを対応付けてアドレス
マップテーブル１４１に登録する。
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【００３７】
　接続制御部１３２は、例えばＩＰ電話機Ｔ１１とＩＰ電話機Ｔ２１との通話接続時に、
アドレスマップテーブル１４１を参照し、この参照結果から通話接続されるＩＰ電話機Ｔ
１１とＩＰ電話機Ｔ２１との間にＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ２が介在する場合に、ＩＰ網
ＮＷ側のＩＰ電話機Ｔ２１に対しＩＰ電話装置ＢＴのＩＰアドレス及びポート番号を宛先
のアドレス及びポート番号として通知し、ＩＰ電話機Ｔ１１とＩＰ電話機Ｔ２１との間を
音声ゲートウェイ部１６に引き込ませて通信リンクを形成させる。
【００３８】
　更新制御部１３３は、例えばＩＰ電話機Ｔ１３のＩＰアドレス及びポート番号が変更さ
れた場合に、アドレスマップテーブル１４１中のＩＰ電話機Ｔ１３の内線電話番号に対応
するＩＰアドレス及びポート番号を更新する。
【００３９】
　次に、上記構成による動作について説明する。　
　図６は、ＩＰ電話装置ＢＴに対して登録手続きを行うためのシーケンスの例を示してい
る。
【００４０】
　ＮＡＴルータ１はパケットフォワーディング機能を有し、あらかじめ設定したグローバ
ルＩＰアドレス、ポート番号に到達したＩＰパケットをあらかじめ設定した宛先のローカ
ルネットワークアドレスへ転送することができる。
【００４１】
　本実施形態においては、図６のＮＡＴルータＲＴ１内のポートフォワーディングテーブ
ル２１に示すように、ＮＡＴルータＲＴ１のグローバルアドレス（ＩＰアドレスが133.11
4.1.10、ポート番号が1500～1501）に届いたＩＰパケットをＩＰ電話装置ＢＴのＩＰパケ
ット中継部１２（ＩＰアドレスが192.168.254.10のポート番号:1500～1501）へ転送する
設定とした。
【００４２】
　ポートフォワーディングテーブル２１の第２エントリに登録してある設定はＩＰ電話機
Ｔ１１～Ｔ１ｉの呼制御パケット用のフォワーディング設定である。ここでは、ＩＰ電話
機がＭＥＧＡＣＯプロトコルをサポートしていることを前提に、ＭＥＧＡＣＯパケット（
ポート番号：２９４４）をＩＰ電話装置ＢＴのＭＥＧＡＣＯポートに転送する設定を示し
ている。ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１がＩＰ電話装置ＢＴに送信する呼制
御パケットは、上記の設定によりＩＰ電話装置ＢＴのＭＥＧＡＣＯポートに届く。
【００４３】
　本実施形態では、ＮＡＴルータＲＴ１に設定しているポートフォワーディング設定情報
を読み取って、ＩＰ電話装置ＢＴ内のＩＰパケット中継リソーステーブル１４２に記録す
る。ＮＡＴルータＲＴ１のポートフォワーディングテーブル２１から、フォワーディング
対象のグローバルＩＰアドレスとポート番号を読み取って、ＩＰパケット中継リソーステ
ーブル１４２のグローバルＩＰアドレスフィールドに設定し、フォワーディング先のＩＰ
アドレスとポート番号をローカルＩＰアドレスフィールドに設定する。
【００４４】
　ＩＰパケット中継部１２は、ＩＰポートに到着したＩＰパケットのＩＰヘッダを参照し
、ヘッダ内の宛先ＩＰアドレスとポート番号をＩＰ電話装置ＢＴが指定する宛先ＩＰアド
レス、ポート番号に書き換える。ＩＰパケットの宛先ネットワークアドレスを書き換えて
ネットワークインターフェースへ送りだすことにより、ＬＡＮ１またはＩＰ網ＮＷ上のＩ
Ｐ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１にＩＰパケットを転送する。
【００４５】
　ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１に呼制御信号を送るには、ＩＰ電話機のＩ
Ｐアドレスが必要である。ＮＡＴルータＲＴ１を経由してＩＰ電話装置ＢＴとつながるＩ
Ｐ電話機Ｔ１１に呼制御信号を送るには、ＮＡＴルータＲＴ１のグローバルＩＰアドレス
とポート番号を知る必要がある。
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【００４６】
　本例ではＩＰ電話機Ｔ２１とＩＰ電話装置ＢＴ間の呼制御プロトコルにＭＥＧＡＣＯを
用いた例を示す。
【００４７】
　ＩＰ電話機Ｔ２１の電源が投入されＩＰ網ＮＷとの通信が可能になると、ＩＰ電話装置
ＢＴに対して登録手続きを行なう。
【００４８】
　この手続きは、ＩＰ電話機Ｔ２１が自身の内線番号とＩＰアドレスから成る登録メッセ
ージを作成する。登録メッセージには、以下の内容のＩＰヘッダが付けられ、ＩＰ電話装
置ＢＴに送信される。
【００４９】
　（１ａ）送信先IPアドレス＝IP電話装置のIPアドレス（前もってIP電話機に設定してお
く）　
　（２ａ）送信先ポート番号＝２９４４　
　（３ａ）送信元IPアドレス＝IP電話機のIPアドレス　
　（４ａ）送信元ポート番号＝１５００
　この登録メッセージがＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ２を通過する際、ＮＡＴルータＲＴ１
，ＲＴ２のアドレス変換機能（ＮＡＴ/ＮＡＰＴ）により、以下のように変換される。
【００５０】
　（１ｂ）送信先IPアドレス＝IP電話装置のIPアドレス　
　（２ｂ）送信先ポート番号＝２９４４　
　（３ｂ）送信元IPアドレス＝NATルータのグローバルIPアドレス　
　（４ｂ）送信先ポート番号＝１１５００（ＮＡＴルータが無二の番号を割り当てる）
　登録メッセージがＩＰ電話装置ＢＴに届くと、同装置はアドレスマップテーブル１４１
にＩＰ電話機Ｔ２１のＩＰアドレスを登録する。
【００５１】
　なお、登録メッセージは、図７に示すように、本体部（データ領域）に、ＩＰ電話機Ｔ
２１の実ＩＰアドレスが挿入される。また、登録メッセージのＩＰヘッダ部にも送信元Ｉ
ＰアドレスとしてＩＰ電話機Ｔ２１のＩＰアドレスが挿入される。
【００５２】
　ここで、ＩＰ電話機Ｔ２１からの登録メッセージはＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ２を経由
し、ＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ２によって、ＩＰヘッダ部の送信元ＩＰアドレスがプライ
ベートＩＰアドレスからグローバルＩＰアドレスに変換される。
【００５３】
　ＩＰ電話装置ＢＴは、受信した登録メッセージの本体部から登録元のＩＰアドレスを、
ＩＰヘッダ部から送信元のＩＰアドレスを抽出し、ＩＰ電話機Ｔ２１の内線電話番号と関
連付けてアドレスマップテーブル１４１に蓄積する。ここで、メッセージ本体部から抽出
したＩＰアドレスを変換前アドレス、ＩＰヘッダ部から抽出したＩＰアドレスを変換後ア
ドレスとし、両者が異なれば登録経路上でアドレス変換が行なわれたとみなす。
【００５４】
　次に、図８は、２つの異なるネットワークに配置されているＩＰ電話機Ｔ１１（２００
）とＩＰ電話機Ｔ２１（３００）が、ＩＰ網ＮＷとＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ２を経由し
て通話を行う場合のシーケンスの例を示している。
【００５５】
　（ステップ１）　
　まず、ＩＰ電話機Ｔ１１，Ｔ２１の通話路の接続を行う際、ＩＰ電話装置ＢＴはアドレ
スマップテーブル１４１を参照して、その接続方式がＩＰパケット中継部１２を使用する
か否かの判断を行う。双方のＩＰ電話機Ｔ１１，Ｔ２１がＮＡＴルータＲＴ１を介す必要
のないときは、ＩＰパケット中継部１２を使う必要がないからである。このようにするこ
とで、有限リソースであるＩＰパケット中継部１２の不足の頻度が減る。
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【００５６】
　通話に関わるＩＰ電話機Ｔ１１，Ｔ２１がネットワークロケーション上異なるネットワ
ークにつながっている場合、ＩＰ電話装置ＢＴはＩＰパケット中継部１２が必要と判断す
る。ＩＰパケット中継部１２が必要と判断した時点で、ＩＰパケット中継リソースを話者
数分（２者通話の場合２本）確保する。
【００５７】
　中継リソースの確保は、ＩＰパケット中継リソーステーブル１４２の発信内線番号欄に
ＩＰ電話機番号を、中継先端末番号欄に相手のＩＰ電話機番号を登録することで実現する
。本例では中継リソース番号１の発信内線番号欄に内線番号“３００”を、中継先端末欄
に“２００”を設定し、リソース番号２の発信内線番号欄に内線番号“２００”を、中継
先端末欄に“３００”を設定する。
【００５８】
　（ステップ２）　
　ＩＰ電話機Ｔ１１（２００）に対し、ＲＴＰ情報要求メッセージを送り、ＩＰ音声パケ
ットの宛先ＩＰアドレスとポート番号を要求する。ＩＰ電話機Ｔ１１（２００）は、ＩＰ
電話装置ＢＴへ自身のＩＰアドレスとｒｔｐポート番号を答える。
【００５９】
　そして、ＩＰ電話装置ＢＴは、ＩＰ電話機Ｔ１１（２００）から返ってきたＩＰアドレ
スとＲＴＰポート番号を音声パケット送信先情報テーブル１４３のＩＰ電話機２００番相
当のフィールドに記録する。これは、ステップ５でＲＴＰパケットをＩＰ電話機Ｔ１１（
２００）に中継するときの送信ＩＰアドレス、ポート番号として用いる。
【００６０】
　（ステップ３）　
　続いて、ＩＰ電話装置ＢＴは、ＩＰ電話機Ｔ２１（３００）に対して、ＲＴＰパケット
の送信を要求する。このとき、ＩＰ音声パケットの宛先として指定するのは、ＩＰパケッ
ト中継部１２のグローバルＩＰアドレス（133.114.1.10）とポート番号（1500）である。
これは、上記ステップ１において、ＩＰパケット中継リソースを使用することが決まって
いることによる。
【００６１】
　ＩＰ電話機Ｔ２１（３００）は、アドレスマップテーブル１４１により、ＩＰパケット
中継部１２とは異なるネットワークにあるので、ＩＰパケット中継リソースのグローバル
ＩＰアドレスとポート番号は、ＩＰパケット中継リソーステーブル１４２のリソース番号
１の外部ＩＰアドレス、ポート番号を参照することで求まる。
【００６２】
　本例では、ＩＰアドレスが１３３．１１４．１．１０、ポート番号が１５００となる。
また、ＩＰ電話機Ｔ１１（２００）に対しても、ＲＴＰパケットの送信を要求する。ＩＰ
電話機Ｔ１１（２００）はアドレスマップテーブル１４１により、ＩＰパケット中継部１
２と同一ネットワークにあるので、リソース番号２の内部ＩＰアドレスとポート番号を参
照し、ＲＴＰパケット送信要求の宛先ＩＰアドレスとポート番号とする。
【００６３】
　（ステップ４）　
　ＲＴＰパケット送信要求を受けたＩＰ電話機Ｔ２１（３００）は、音声信号をＲＴＰパ
ケットに変換して、ＲＴＰパケット送信要求によって指定された宛先ＩＰアドレス（１３
３．１１４．１．１０）とポート番号（１５００）へＲＴＰパケットを送信する。
【００６４】
　ＩＰ電話機Ｔ２１（３００）が送信したＲＴＰパケットは、ＮＡＴルータＲＴ２により
送信元のＩＰアドレスが変換され、またＮＡＴルータＲＴ１のポートフォワーディング機
能により送信先ＩＰアドレスとポート番号が変更され、ＩＰパケット中継部１２に届く。
【００６５】
　（ステップ５）　
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　ＩＰパケット中継部１２のポート１５００番号がＲＴＰパケットを受信すると、ＩＰ電
話装置ＢＴはＲＴＰパケットのＩＰヘッダ内に書かれている宛先ＩＰアドレスとポート番
号（１５００）を検索キーとしてＩＰパケット中継リソーステーブル１４２のローカルＩ
Ｐアドレス、ポート番号情報フィールドを検索し、中継先端末番号（３００）を得る。そ
の中継先端末番号をキーに音声パケット送信先情報テーブル１４３を検索し、ＩＰアドレ
スとポート番号を得る。
【００６６】
　ポート１５００番が受信したＲＴＰパケットをＩＰ電話機Ｔ１１（２００）へ中継する
ために、ＲＴＰパケットのＩＰヘッダ内の宛先ＩＰアドレスとポート番号を上記の音声パ
ケット送信先情報テーブル１４３から求めたＩＰアドレスとポート番号に変更する。
【００６７】
　ＲＴＰパケットのＩＰヘッダ内の送信元ＩＰアドレスとポート番号を読み取り、音声パ
ケット送信先情報テーブル１４３の中継先端末番号（３００）で示すフィールドに記録す
る。これは、ステップ７でＲＴＰパケットをＩＰ電話機Ｔ２１（３００）に送信する際に
参照する。アドレス変換済みのＲＴＰパケットをネットワークインターフェースへ送信す
る。
【００６８】
　（ステップ６）　
　ＩＰ電話機Ｔ２１（３００）を発生元とするＲＴＰパケットがＩＰ電話機Ｔ１１（２０
０）に届き、ＲＴＰパケットを音声信号に変換する。
【００６９】
　一方、ＩＰ電話機Ｔ２１（３００）はＲＴＰ送信要求を受け取っているので音声をＲＴ
Ｐパケットに変換し、宛先として指定されたＩＰパケット中継装置のポート１０１０１に
向けてＲＴＰパケットを送信する。
【００７０】
　（ステップ７）　
　ＩＰパケット中継部１２のポート１５０１番がＲＴＰパケットを受信すると、ＩＰ電話
装置ＢＴの制御部１３は、ＲＴＰパケットのＩＰヘッダ内に書かれている宛先ＩＰアドレ
スとポート番号（１５０１）を検索キーとしてＩＰパケット中継リソーステーブル１４２
のローカルＩＰアドレス、ポート番号情報フィールドを検索し、中継先端末番号（ＩＰ電
話機３００）を得る。その中継先端末番号をキーに音声パケット送信先情報テーブル１４
３を検索し、ＩＰアドレスとポート番号を得る。
【００７１】
　そして、ＩＰ電話装置ＢＴの制御部１３は、ポート１５０１番が受信したＲＴＰパケッ
トをＩＰ電話機Ｔ２１（３００）へ中継するために、ＲＴＰパケットのＩＰヘッダ内の宛
先ＩＰアドレスとポート番号を上記の音声パケット送信先情報テーブル１４３から求めた
ＩＰアドレスとポート番号に変更する。
【００７２】
　次に、ＩＰ電話装置ＢＴの制御部１３は、ＩＰパケット中継リソーステーブル１４２か
ら求めた中継先端末番号が、ＩＰパケット中継リソーステーブルの発信内線番号フィール
ドに記録されている中継リソースの番号を検索し、そのリソーステーブルのローカルＩＰ
アドレスとポート番号を得る。
【００７３】
　ＩＰ電話装置ＢＴの制御部１３は、ここで得た、ローカルＩＰアドレスとポート番号を
ＲＴＰパケットの送信元ＩＰアドレスとポート番号に設定する。アドレス変換済みのＲＴ
Ｐパケットをネットワークインターフェースへ送信する。
【００７４】
　（ステップ８）　
　ＩＰパケット中継リソースから送信されたＲＴＰパケットはＮＡＴルータＲＴ１，ＲＴ
２を通りＩＰ電話機Ｔ２１（３００）に届く。
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【００７５】
　以上説明したような手順により、ＬＡＮ１に配置したＩＰ電話機Ｔ１１とＩＰ網ＮＷ側
に配置したＩＰ電話機Ｔ２１とを、ＬＡＮ１に置いたＩＰ電話装置ＢＴのＩＰパケット中
継部１２を経由して音声通話することが可能となる。
【００７６】
　たとえば、事務所のＩＰ電話機Ｔ１１をＬＡＮ１に配置し、インターネットを経由して
ＳＯＨＯオフィスにＩＰ電話機Ｔ２１を配置するような場合、ＳＯＨＯオフィスに配置す
るＩＰ電話機Ｔ２１用のＩＰパケット中継部１２を用意する。このとき、ＳＯＨＯオフィ
スに配置するＩＰ電話機の台数に応じたＩＰパケット中継部１２のチャネル数を用意する
。チャネルが他人に使用され、チャネルふさがりによる呼損を起こしたくなければ、ＳＯ
ＨＯオフィスに配置するＩＰ電話機の数の２倍のＩＰパケット中継部１２のチャネルを用
意する必要があるが、呼損を許容できるような場合、その数を減らすことも可能である。
【００７７】
　以上のように上記実施形態では、ＮＡＴルータＲＴ１にＩＰ網ＮＷから到来する音声パ
ケットをＩＰ電話装置ＢＴに転送するべくポートフォワーディングテーブル２１中にＩＰ
電話装置ＢＴのＩＰアドレス及びポート番号情報のみを登録しておき、ＩＰ電話装置ＢＴ
にて、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１の内線電話番号と、ＩＰアドレス及び
ポート番号とを対応付けたアドレスマップテーブル１４１を記憶部１４に設けておき、Ｉ
Ｐ電話機Ｔ１１，Ｔ２１間の通話接続時に、アドレスマップテーブル１４１を参照して、
通話接続されるＩＰ電話機Ｔ１１，Ｔ２１間にＮＡＴルータＲＴ１が介在する場合に、Ｉ
Ｐ網ＮＷ側に接続されるＩＰ電話機Ｔ２１に対し自装置のＩＰアドレス及びポート番号を
宛先のＩＰアドレス及びポート番号として通知し、ＩＰ電話機Ｔ１１，Ｔ２１間の通信リ
ンクを音声ゲートウェイ部１６に引き込んで通話接続させるようにしている。
【００７８】
　従って、ＮＡＴルータＲＴ１に対しＬＡＮ１上のＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ全てのフォ
ワーディング設定を行う必要がなく、ＩＰ電話装置ＢＴのみフォワーディング設定を行う
だけでよく、またＮＡＴルータＲＴ１とＩＰ電話装置ＢＴとでグローバルＩＰアドレスを
共用でき、これによりシステム上で低コスト化を図った上で、ＩＰ網ＮＷ上のＩＰ電話機
Ｔ２１，Ｔ３１とＬＡＮ１上のＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ上のＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ
との間の通話接続を行なうことができる。
【００７９】
　つまり、ＩＰパケット中継部１２を仲介することで、ポートフォワーディングテーブル
２１に登録するＩＰアドレスがＩＰパケット中継に使うポート数ぶんの登録で済み、設定
の手間が省ける。
【００８０】
　また、上記実施形態では、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１のＩＰアドレス
及びポート番号が変更された場合に、アドレスマップテーブル１４１中の該当する内線電
話番号に対応するＩＰアドレス及びポート番号を更新する更新制御部１３３をＩＰ電話装
置ＢＴに備えるようにしているので、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１の内線
電話番号と、ＩＰアドレス及びポート番号をＩＰ電話装置ＢＴのアドレスマップテーブル
１４１に１度登録すればよいことになり、これによりアドレスマップテーブル１４１は常
に最新の情報に自動で更新されることになる。
【００８１】
　このような場合、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１に対してＤＨＣＰでＩＰ
アドレスを配信するようなネットワーク環境において、Ｉパケット中継部１２のＩＰアド
レスを固定しておけば、ＩＰ電話機Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１のＩＰアドレスが変
わったとしても、ポートフォワーディングテーブル２１の変更が発生しない。
【００８２】
　さらに、上記実施形態では、例えばＩＰ電話機Ｔ３１から内線電話番号及びＩＰアドレ
スを含む登録要求メッセージが到来した場合に、登録要求メッセージに含まれる内線電話
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番号及びＩＰアドレスを対応付けてアドレスマップテーブル１４１に登録する登録制御部
１３１をＩＰ電話装置ＢＴに備えることで、登録操作を大幅に簡略化できる。
【００８３】
　（その他の実施形態）　
　なお、この発明は上記実施形態に限定されるものではない。例えば、上記実施形態にお
いては、ＩＰ電話装置ＢＴに音声ゲートウェイ部１６を内蔵する例について説明したが、
音声ゲートウェイ部１６をＩＰ電話装置ＢＴに対し外付けの音声ゲートウェイ部により実
現してもよい。
【００８４】
　また、上記各実施形態では、ＭＥＧＡＣＯを適用する例について説明したが、例えばＳ
ＩＰ（Session Initiation Protocol）にも適用できる。
【００８５】
　その他、通信システムの構成、ＩＰ電話装置の機能構成、各テーブルの記憶内容、各制
御の制御手順とその内容等についてもこの発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形して実
施可能である。
【符号の説明】
【００８６】
　１…ＬＡＮ、１１…ＩＰ制御部、１２…ＩＰパケット中継部、１３…呼制御部、１４…
記憶部、１５…データハイウェイ、１６…音声ゲートウェイ部、２１…ポートフォワーデ
ィングテーブル、１３１…登録制御部、１３２…接続制御部、１３３…更新制御部、１４
１…アドレスマップテーブル、１４２…ＩＰパケット中継リソーステーブル、１４３…音
声パケット送信先情報テーブル、ＢＴ…ＩＰ電話装置、Ｔ１１～Ｔ１ｉ，Ｔ２１，Ｔ３１
…ＩＰ電話機、ＲＴ１，ＲＴ２…ＮＡＴルータ、ＮＷ…ＩＰ網。

【図１】 【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月4日(2011.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末が接続されるプライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比し
て広いエリアに配置されかつ端末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続する
ＮＡＴ（Network Address Translator）ルータと、前記プライベートネットワークに接続
され、前記端末間の通信を確立させる電話交換装置とを具備し、
　前記ＮＡＴルータは、
　　前記グローバルネットワークから到来する通信パケットを前記電話交換装置に転送す
る転送手段を備え、
　前記電話交換装置は、
　　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアド
レス及びポート番号とを対応付けたマップテーブルを記憶する記憶手段と、
　　前記端末間の通信接続時に、前記マップテーブルを参照し、この参照結果から通信接
続される複数の端末の間に前記ＮＡＴルータが介在する場合に、前記グローバルネットワ
ークに接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用相手先のアドレス
及びポート番号として通知し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手段とを備える通信
システム。
【請求項２】
　前記電話交換装置は、前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記マ
ップテーブル中の該当する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する更新手
段をさらに備える請求項１記載の通信システム。
【請求項３】
　前記電話交換装置は、前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が
到来した場合に、前記登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記マップ
テーブルに登録する登録制御手段をさらに備える請求項１記載の通信システム。
【請求項４】
　端末が接続されるプライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比し
て広いエリアに配置されかつ端末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続する
ＮＡＴ（Network Address Translator）ルータに対し、前記プライベートネットワークを
介して接続され、前記端末間の通信を確立させる電話交換装置において、
　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアドレ
ス及びポート番号とを対応付けたマップテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記端末間の通信接続時に、前記マップテーブルを参照し、この参照結果から通信接続
される複数の端末の間に前記ＮＡＴルータが介在する場合に、前記グローバルネットワー
クに接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用相手先のアドレス及
びポート番号として通知し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手段とを具備する電話
交換装置。
【請求項５】
　前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記マップテーブル中の該当
する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する更新手段をさらに備える請求
項４記載の電話交換装置。
【請求項６】
　前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が到来した場合に、前記
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登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記マップテーブルに登録する登
録制御手段をさらに備える請求項４記載の電話交換装置。
【請求項７】
　端末が接続されるプライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比し
て広いエリアに配置されかつ端末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続する
ＮＡＴ（Network Address Translator）ルータに対し、前記プライベートネットワークを
介して接続され、前記端末間の通信を確立させる電話交換装置で使用される制御方法にお
いて、
　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアドレ
ス及びポート番号とを対応付けたマップテーブルをメモリに記憶し、
　前記端末間の通信接続時に、前記マップテーブルを参照し、この参照結果から通信接続
される複数の端末の間に前記ＮＡＴルータが介在する場合に、前記グローバルネットワー
クに接続される端末に対し自装置のアドレス及びポート番号を通信用相手先のアドレス及
びポート番号として通知し、前記端末間の通信パスを引き込む制御方法。
【請求項８】
　前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記マップテーブル中の該当
する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する請求項７記載の制御方法。
【請求項９】
　前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が到来した場合に、前記
登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記マップテーブルに登録する請
求項７記載の制御方法。
【手続補正書】
【提出日】平成23年5月16日(2011.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末が接続されるプライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比し
て広いエリアに配置されかつ端末が接続されるグローバルネットワークとの間を接続する
ＮＡＴ（Network Address Translator）ルータと、前記プライベートネットワークに接続
され、前記端末間の通信を確立させる電話交換装置とを具備し、
　前記ＮＡＴルータは、
　前記ＮＡＴルータのアドレス及びポート番号と、電話交換装置のアドレス及びポート番
号とを対応づけて記憶するフォワーディングテーブルと、
　　前記グローバルネットワークから到来する通信パケットを前記フォワーディングテー
ブルに基づき前記電話交換装置に転送する転送手段を備え、
　前記電話交換装置は、
　　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアド
レス及びポート番号とを対応付けたアドレスマップテーブルを記憶する記憶手段と、
　　前記端末間の通信接続時に、通信接続しようとする端末の間に前記ＮＡＴルータを介
在するか否かを、前記アドレスマップテーブルに基づいて判断する判断手段と、
　　この判断手段により前記ＮＡＴルータを介在すると判断した場合に、介在するＮＡＴ
ルータから前記フォワーディングテーブルの情報を読みだして中継リソーステーブルに記
録する記録手段と、
　前記中継リソーステーブルに基づいて、前記グローバルネットワークに接続される端末
に対し、送信先のアドレス及びポート番号が、ＮＡＴルータのアドレス及びポート番号で
ある送信要求を送信し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手段とを備える通信システ
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ム。
【請求項２】
　前記電話交換装置は、前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記ア
ドレスマップテーブル中の該当する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新す
る更新手段をさらに備える請求項１記載の通信システム。
【請求項３】
　前記電話交換装置は、前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が
到来した場合に、前記登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記アドレ
スマップテーブルに登録する登録制御手段をさらに備える請求項１記載の通信システム。
【請求項４】
　プライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比して広いエリアに配
置されるグローバルネットワークとの間を接続するＮＡＴ（Network Address Translator
）ルータに、前記プライベートネットワークを介して接続され、端末間の通信を確立させ
る電話交換装置において、
　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアドレ
ス及びポート番号とを対応付けたアドレスマップテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記端末間の通信接続時に、通信接続しようとする端末の間に前記ＮＡＴルータを介在
するか否かを、前記アドレスマップテーブルに基づいて判断する判断手段と、
　この判断手段により前記ＮＡＴルータを介在すると判断した場合に、介在するＮＡＴル
ータ内に、前記ＮＡＴルータのアドレス及びポート番号と、電話交換装置のアドレス及び
ポート番号とを対応づけて記憶されたフォワーディングテーブルの情報を読み出して、中
継リソーステーブルに記録する記録手段と、
　前記中継リソーステーブルに基づいて、前記グローバルネットワークに接続される端末
に対し、送信先のアドレス及びポート番号が、ＮＡＴルータのアドレス及びポート番号で
ある送信要求を送信し、前記端末間の通信パスを引き込む制御手段とを具備する電話交換
装置。
【請求項５】
　前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記アドレスマップテーブル
中の該当する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する更新手段をさらに備
える請求項４記載の電話交換装置。
【請求項６】
　前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が到来した場合に、前記
登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記アドレスマップテーブルに登
録する登録制御手段をさらに備える請求項４記載の電話交換装置。
【請求項７】
　プライベートネットワークと、前記プライベートネットワークに比して広いエリアに配
置されるグローバルネットワークとの間を接続するＮＡＴ（Network Address Translator
）ルータに、前記プライベートネットワークを介して接続され、端末間の通信を確立させ
る電話交換装置で使用される制御方法において、
　前記端末を特定する端末ＩＤと、前記端末が接続されるネットワークを特定するアドレ
ス及びポート番号とを対応付けたアドレスマップテーブルをメモリに記憶し、
　前記端末間の通信接続時に、通信接続しようとする端末の間に前記ＮＡＴルータを介在
するか否かを、前記アドレスマップテーブルに基づいて判断し、
　前記ＮＡＴルータを介在すると判断した場合に、介在するＮＡＴルータ内に、前記ＮＡ
Ｔルータのアドレス及びポート番号と、電話交換装置のアドレス及びポート番号とを対応
づけて記憶されたフォワーディングテーブルの情報を読み出して、中継リソーステーブル
に記録し、
　前記中継リソーステーブルに基づいて、前記グローバルネットワークに接続される端末
に対し、送信先のアドレス及びポート番号が、ＮＡＴルータのアドレス及びポート番号で
ある送信要求を送信し、前記端末間の通信パスを引き込む制御方法。
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【請求項８】
　前記端末のアドレス及びポート番号が変更された場合に、前記アドレスマップテーブル
中の該当する端末ＩＤに対応するアドレス及びポート番号を更新する請求項７記載の制御
方法。
【請求項９】
　前記端末から当該端末の端末ＩＤ及びアドレスを含む登録要求が到来した場合に、前記
登録要求に含まれる端末ＩＤ及びアドレスを対応付けて前記アドレスマップテーブルに登
録する請求項７記載の制御方法。
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